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【 事例 １ 】廃棄物の発生量削減や分別の徹底と使用済ガラスびんのリサイクルの取組 

事業所名 株式会社 資生堂 鎌倉工場（神奈川県鎌倉市岩瀬1-2-3） 

事業内容 化粧品製造 

事業規模 従業員数  270名 協力会社社員数 900名 合計1,170名 

廃棄物データ 産業廃棄物 発生量計： 3,688ｔ（2005年度実績） 

 

１ 取組の概要 

（１）取組の経緯 

 株式会社資生堂鎌倉工場では 1998 年に国内化粧品業界で初めて ISO9001 と ISO14001 のダ

ブル認証を受けました。この ISO14001 の認証取得を契機として、従来以上に廃棄物の発生

量の削減や 39 分類の分別を通じて廃棄物のリサイクルを推進してきており、2001 年度には

ゼロエミッション（リサイクル率 100％（最終処分なし））を達成しました。 

また、全社的な取組として容器包装リサイクル法等を背景とし、 

2001 年度から本格的に開始された使用済みガラスびん容器（化粧品容 

器）のリサイクル活動（Recycle Together）があります。鎌倉工場は、 

全国の店頭に立つ美容部員の研修に利用されており、工場 

見学と併せてリサイクルに関する説明も行われています。 

 

（２）取組の内容 

 ア 鎌倉工場の取組 

① 分別のための「持ち込まない」、「出さない」の徹底 

廃棄物の発生抑制とリサイクルに要する費用を削減するた 

め、緑色の飲料用容器を禁止したり、梱包用ダンボールの複 

数回利用と業者回収について取り決めを行うことにより、現 

在は 39 品目のリサイクル可能な廃棄物以外のものを工場に 

持ち込むことを禁止しています。 

また、これらの廃棄物の分別方法や保管場所について各部 

署に「分別・廃棄一覧表」を配布しています。なお、受入時 

の検査で不良となったびん等製造過程で生じる廃棄物（びん） 

の保管状況は写真右のとおりです。

見本品や写真の表示 

分別されたビン

廃棄物保管場所 

廃棄物保管場所の状況
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分別・廃棄一覧表（抜粋） 

 

② 処理業者の選定（各品目２社以上） 

処理業者は、必ず２社以上を選定す

ることにより、万一の場合にも処理が

滞らないように配慮しています。 

③ 保管場所の確保 

39 品目の保管場所の表示を行うとと

もに、ガラスびんに関してはサンプル

を保管場所に置くことにより異物の混

入を防止しています。また、廃棄物の

減容化のためにペットボトル破砕機、

廃プラスチックの減容器を設置してい

ます。 

④ 各部署の代表による毎月パトロール 

毎月、場内の廃棄物が適切に分別さ

れているかを確認するために各部署の

代表者がパトロールを実施しています。 

 

 イ 全社的な取組 

 全社的な取組として行っている「Recycle 

Together」の活動は、2001 年 4 月より全国的

に行われています。この活動は、お客さま、

お店、ガラスびんメーカーとともに、資源循

環の仕組みを作り、使用済みのガラスびんを

リサイクルするものです。このリサイクル活

動はお客さまに使用済みのガラスびんを店頭までお持ちいただき、商品の発送ルートと逆の

ルートで物流センターを経て静岡の掛川工場（カレットセンター）に返送することにより、

全国で使用された資生堂製のガラスびんをカレットにした後、再生するものです。神奈川県

では川崎、扇島の配送センターを経て掛川工場に回収されています。 
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使用済みガラスびんリサイクルシステムの概要 

 

２ 課題の解決にあたり苦労した点 

（１）鎌倉工場での分別・リサイクル活動 

 ゼロエミッションを達成するためには、取組に参加する全ての方々に内容を周知・徹底と

意識付けすることが課題でした。 

 分別廃棄をわかりやすくするために、写真と色分けされた表示物を、工場内のゴミ箱周辺

に表示するようにしました。また、分別・リサイクル活動は工場の各部署の協力が不可欠な

ことから、各部署の代表者が毎月パトロールをするようにして参加をしてもらっています。 

（２）全社的な「Recycle Together」の取組 

 資生堂店頭の美容部員に、研修等の機会をとらえて使用済みびんの回収方法等について周

知を図っています。また、お客さま向けには雑誌広告、ホームページ等を通じて使用済みガ

ラスびんの回収への協力をお願いしていますが、現状の回収率はまだ数パーセントであるこ

とから、今後も引き続き改善していく必要があると考えています。なお、再生品のびんは新

品と同じ品質であることから、鎌倉工場では特段の苦労はありませんでした。 
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３ 取組による成果 

（１）鎌倉工場の分別・リサイクル活動 

鎌倉工場では 2001 年度にゼロエ 

ミッションを達成し、その後も 100％ 

を維持しています。 

  

（２）全社的な「Recycle Together」の 

取組 

回収量は活動を開始した 2001 年度 

には 28 トンでしたが、昨年度（2005 

年度）には 121 トンにまで増えてきています。 

 

４ 今後の取組 

（１） 鎌倉工場の取組 

今後は、ゼロエミッション 100％を維持するとともに、廃棄物発生量を削減すること

が必要だと考えています。個別品目毎に再資源化や削減の可能性・方法について継続的

に検討していきます。  

（２） 全社的な「Recycle Together」の取組 

使用済みびんの回収率向上のため、従業員、お客さま等の各関係者の方々に今後とも

ご協力をお願いしていきます。 

 

 

 
鎌倉工場のリサイクル率 


